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（１）経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年２月期第３四半期 35,634 △2.2 △55 － △37 － △227 －

2024年２月期第３四半期 36,426 △2.4 589 △39.2 647 △35.1 368 △43.2

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年２月期第３四半期 △21.12 －

2024年２月期第３四半期 34.22 34.08

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年２月期第３四半期 36,398 11,098 30.4

2024年２月期 35,193 11,526 32.6

（参考）自己資本 2025年２月期第３四半期 11,050百万円 2024年２月期 11,471百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年２月期 － 0.00 － 20.00 20.00

2025年２月期 － 0.00 －

2025年２月期（予想） 5.00 5.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 46,700 △1.4 △260 － △230 － △500 － △46.42

１．2025年２月期第３四半期の業績（2024年３月１日～2024年11月30日）

（注）2025年２月期第３四半期の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益は、2025年２月期第３四半期が四半期純損失と
なったため、記載しておりません。

（２）財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：有

配当予想の修正については、本日(2025年１月10日)公表いたしました「特別損失の計上および業績予想ならびに配

当予想の修正に関するお知らせ」をご覧ください。

３．2025年２月期の業績予想（2024年３月１日～2025年２月28日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有

業績予想の修正については、本日(2025年１月10日)公表いたしました「特別損失の計上および業績予想ならびに配

当予想の修正に関するお知らせ」をご覧ください。



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年２月期３Ｑ 10,772,500株 2024年２月期 10,770,100株

②  期末自己株式数 2025年２月期３Ｑ 465株 2024年２月期 3,342株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2025年２月期３Ｑ 10,770,072株 2024年２月期３Ｑ 10,757,939株

※  注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更    ：無

②  ①以外の会計方針の変更                  ：無

③  会計上の見積りの変更                    ：無

④  修正再表示                              ：無

（３）発行済株式数（普通株式）

※  添付される四半期財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：有（任意）

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載している業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、実際の実績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。なお、業績予想

の前提となる条件等については添付資料２ページ「業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧下さい。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明
当第３四半期累計期間（2024年３月１日～2024年11月30日）におけるわが国経済は、不安定な世界情勢等による

エネルギー価格や原材料価格の高止まり、物流価格の高騰等、依然として先行き不透明な経営環境が続いておりま

す。

ホームセンター業界におきましては、業種・業態の垣根を越えた競争環境が激化している中、度重なる光熱費や

生活必需品の物価上昇により消費者の生活防衛意識の高まりが継続しております。それに加え、原材料価格の高止

まりや人件費・光熱費上昇といったコスト圧力により、厳しい経営状況が続いております。

このような状況の中、当社では「Save Money Good Life（節約による豊かな暮らし）」をスローガンとし、より

良い商品とサービスの提供に努めてまいりましたが、物価上昇による消費マインドの低下や気温・天候不順によ

り、ＤＩＹやガーデニング、アウトドアなど余暇関連において客数が減少いたしました。特に９月～11月において

は残暑の影響が大きく、灯油などの燃料をはじめ、石油や電気暖房、庭木や家屋等に関する雪囲い関連商品、防寒

作業衣料、こたつ布団や秋冬ラグなどのインテリア関連商品といった、寒さや雪への対策に関連する商品群が低調

に推移し、前年を下回りました。また、これらの商品群は当社において日用消耗品や加工食品と比較して荒利益率

が高いため、低調に推移したことで全体の荒利益率を押し下げる結果となりました。

一方、ペット専門店Zoomore（ズーモア）を始めとしたペット関連用品や猛暑に対応したエアコン、頻発する自

然災害等への備えとして、防災関連用品が前年から伸長いたしました。

サービス面におきましては、当社で購入した商品の宅配に加え、ＤＩＹアドバイザーの資格をもつ従業員が補

修・修繕・取付まで実施するＳＵＮ急便が継続してご好評をいただき、承り件数、取扱い売上高ともに前年から伸

長いたしております。

サステナビリティ経営の取り組みにおきましては、災害等が発生した際に自治体からの要請に基づき、支援物資

の供給を迅速に行い、地域の皆さまの安全と安心を守ることを目的に、10月に青森県青森市、青森県弘前市とそれ

ぞれ「災害時等における支援協力に関する協定」を締結いたしました。また、青森大学（青森県青森市）と協同で

地域の方々にサステナブルな取り組みの意義や大切さを発信することを目的に、10月にサンデー青森浜田店（青森

県青森市）の敷地内でワークショップを開催し、多くのお客さまに体験いただきました。このように自治体や教育

機関と連携して、地域に根差す取り組みを進めております。

これらの結果、当第３四半期累計期間における当社の売上高は356億34百万円（前期比７億92百万円の減）、営

業損失は55百万円（前年同期は５億89百万円の営業利益）、経常損失は37百万円（前年同期は６億47百万円の経常

利益）、四半期純損失は不採算店舗の減損損失等２億15百万円の特別損失を計上したことなどにより２億27百万円

（前年同期は３億68百万円の四半期純利益）となりました。

（２）財政状態に関する説明
当第３四半期会計期間末の総資産は、前事業年度末に対して12億４百万円増加し363億98百万円となりました。

これは主に現金及び預金の増加４億46百万円、売掛金の増加４億74百万円、商品及び製品の増加４億77百万円及び

有形固定資産の減少２億49百万円等によるものであります。

負債については、前事業年度末に対して16億32百万円増加し252億99百万円となりました。これは主に当四半期

会計期間末日が金融機関の休日となった影響による支払手形及び買掛金の増加17億46百万円、短期借入金の減少13

億60百万円、賞与引当金の減少１億16百万円、流動負債その他（未払金、未払費用等）の増加８億17百万円、長期

借入金の増加５億18百万円等によるものであります。

純資産については、前事業年度末に対して４億28百万円減少し110億98百万円となりました。これは主に四半期

純損失２億27百万円の計上と配当金の支払い２億15百万円等によるものであります。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明
2025年２月期におきましては、エネルギー価格や原材料価格の高止まりなどに起因する多方面での物価高騰によ

り、消費者の生活防衛意識は高まり、当社が取扱う住居余暇関連商材に対する消費マインドが低調に推移いたしま

した。このような中で、春季の低温や日照不足、夏季の猛暑や東北各地に上陸した台風の影響により、ガーデニン

グや農業資材、レジャー、アウトドアなどが低調に推移し、売上高が前年を下回りました。また秋以降において

は、残暑や気温低下の遅れなどにより、灯油などの燃料や暖房用品、庭木や家屋の冬囲い関連資材や防寒作業衣

料、寝具や秋冬ラグといったインテリアなどのシーズン商品において客数が減少いたしました。これら物価高騰下

での消費者の生活防衛意識の高まりと、天候要因によるシーズン商品の苦戦により、売上高は公表数値を下回る見

込みとなっております。

利益面におきましては、原材料費や配送費などの、商品の仕入れコストの高止まりや、当社において比較的荒利

益率の高いシーズン商品の低調が続いていることにより、荒利益率が前年から低下し売上総利益が減少しておりま

す。このような中、所定時間外勤務の抑制や不要不急の投資抑制など、全社でコスト削減に取組んだほか、既存店

舗の活性化による客数の増加や、業務効率の改善による販売費及び一般管理費の削減に努めてまいりましたが、売
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上高や荒利益率の減少による影響が大きく、営業利益、経常利益が公表数値を下回る見込みとなりました。加え

て、減損損失を２億５百万円計上したことにより、当期純利益につきましても公表数値を下回る見込みとなってお

ります。

詳細については、本日(2025年１月10日)公表いたしました「特別損失の計上および業績予想ならびに配当予想の

修正に関するお知らせ」をご覧ください。
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（単位：千円）

前事業年度
(2024年２月29日)

当第３四半期会計期間
(2024年11月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 532,835 979,549

売掛金 578,250 1,052,449

商品及び製品 11,490,023 11,967,319

原材料及び貯蔵品 206,882 223,235

その他 556,501 567,579

流動資産合計 13,364,493 14,790,134

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 7,071,242 6,904,229

土地 8,436,881 8,436,881

その他（純額） 1,972,780 1,890,268

有形固定資産合計 17,480,904 17,231,379

無形固定資産

その他 99,917 89,773

無形固定資産合計 99,917 89,773

投資その他の資産

その他 4,256,044 4,294,642

貸倒引当金 △7,444 △7,434

投資その他の資産合計 4,248,599 4,287,207

固定資産合計 21,829,422 21,608,360

資産合計 35,193,915 36,398,494

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 7,440,553 9,187,271

短期借入金 6,460,000 5,100,000

１年内返済予定の長期借入金 2,262,000 2,357,000

未払法人税等 86,686 86,838

賞与引当金 247,178 130,575

店舗閉鎖損失引当金 500 －

その他 1,651,009 2,468,046

流動負債合計 18,147,927 19,329,731

固定負債

長期借入金 3,629,500 4,148,000

退職給付引当金 173,397 168,441

資産除去債務 919,571 928,033

その他 796,608 725,497

固定負債合計 5,519,076 5,969,971

負債合計 23,667,004 25,299,702

純資産の部

株主資本

資本金 3,241,894 3,243,337

資本剰余金 3,256,274 3,257,716

利益剰余金 4,953,583 4,510,792

自己株式 △5,267 △728

株主資本合計 11,446,485 11,011,118

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 24,544 39,233

評価・換算差額等合計 24,544 39,233

新株予約権 55,881 48,439

純資産合計 11,526,911 11,098,791

負債純資産合計 35,193,915 36,398,494

２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表
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（単位：千円）

 前第３四半期累計期間
(自　2023年３月１日
　至　2023年11月30日)

 当第３四半期累計期間
(自　2024年３月１日

　至　2024年11月30日)

売上高 36,426,814 35,634,406

売上原価 24,719,182 24,302,155

売上総利益 11,707,632 11,332,250

販売費及び一般管理費 11,118,211 11,387,590

営業利益又は営業損失（△） 589,420 △55,340

営業外収益

受取利息 3,784 3,690

受取配当金 1,993 2,486

受取手数料 3,437 3,247

受取賃貸料 83,638 84,771

受取保険金 5,534 1,977

その他 27,732 8,878

営業外収益合計 126,120 105,052

営業外費用

支払利息 32,125 46,752

賃貸費用 27,949 36,538

その他 7,812 3,722

営業外費用合計 67,888 87,013

経常利益又は経常損失（△） 647,652 △37,301

特別利益

固定資産売却益 － 1,593

特別利益合計 － 1,593

特別損失

減損損失 46,792 205,486

店舗閉鎖損失 － 10,004

その他 3,000 －

特別損失合計 49,792 215,491

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） 597,860 △251,199

法人税、住民税及び事業税 232,742 97,568

法人税等調整額 △3,043 △121,320

法人税等合計 229,698 △23,752

四半期純利益又は四半期純損失（△） 368,161 △227,447

（２）四半期損益計算書

（第３四半期累計期間）
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項）

四半期財務諸表は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般

に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準に準拠して作成しております。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

該当事項はありません。

前事業年度
（2024年２月29日）

当第３四半期会計期間
（2024年11月30日）

支払手形 －千円 1,131,614千円

（四半期貸借対照表に関する注記）

四半期会計期間末日満期手形

　四半期会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。なお、当四半

期会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期会計期間末日満期手形が四半期会計期間末日残高に含ま

れております。

前第３四半期累計期間
（自  2023年３月１日

至  2023年11月30日）

当第３四半期累計期間
（自  2024年３月１日

至  2024年11月30日）

給料手当 3,854,774千円 4,081,852千円

賞与引当金繰入額 414,548 447,104

役員業績報酬引当金繰入額 29,046 26,412

退職給付費用 55,028 47,834

賃借料 1,933,011 1,916,986

（四半期損益計算書に関する注記）

　販売費及び一般管理費のうち主要な科目及び金額は次のとおりであります。

前第３四半期累計期間
（自  2023年３月１日

至  2023年11月30日）

当第３四半期累計期間
（自  2024年３月１日

至  2024年11月30日）

減価償却費 815,424千円 755,169千円

（四半期キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

　当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、当第３四半期累計

期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む）は、次のとおりであります。
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決議 株式の種類
配当金の総額

（千円）
１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年４月12日

取締役会
普通株式 161,312 15 2023年２月28日 2023年４月28日 利益剰余金

決議 株式の種類
配当金の総額

（千円）
１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2024年４月10日

取締役会
普通株式 215,335 20 2024年２月29日 2024年４月26日 利益剰余金

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期累計期間（自　2023年３月１日　至　2023年11月30日）

　配当に関する事項

（1）配当金支払額

（2）基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期累計期間末後となる

もの

該当事項はありません。

Ⅱ　当第３四半期累計期間（自　2024年３月１日　至　2024年11月30日）

　配当に関する事項

（1）配当金支払額

（注）第50期の１株当たり配当額には、設立第50期記念配当５円を含んでおります。

（2）基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期累計期間末後となる

もの

該当事項はありません。

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期累計期間（自　2023年３月１日　至　2023年11月30日）

　当社は、ホームセンター事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

Ⅱ　当第３四半期累計期間（自　2024年３月１日　至　2024年11月30日）

　当社は、ホームセンター事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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(単位:千円)

財又はサービスの種類別の内訳
前第３四半期累計期間
（自　2023年３月１日

    至　2023年11月30日）

当第３四半期累計期間
（自　2024年３月１日

    至　2024年11月30日）

ＤＩＹ用品 4,879,758 4,570,185

家庭用品 13,629,431 13,419,052

カー・レジャー用品 17,068,796 16,836,075

その他　　　　　　（注）２ 639,131 591,345

顧客との契約から生じる収益 36,217,117 35,416,659

その他の収益　　　（注）３ 209,697 217,746

外部顧客への売上高 36,426,814 35,634,406

（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

品目別に分解した売上高は以下のとおりであります。

（注） １．当社はホームセンター事業の単一セグメントであるため、セグメント情報の記載を省略しております。

２．「その他」の主な内訳は、「施工サービス等」が含まれております。

３．「その他の収益」には、企業会計基準第13号「リース取引に関する会計基準」の範囲に含まれる不動産賃貸収

入等が含まれております。

前第３四半期累計期間
（自　2023年３月１日

至　2023年11月30日）

当第３四半期累計期間
（自　2024年３月１日

至　2024年11月30日）

（1）１株当たり四半期純利益又は四半期純損失

（△）
34円22銭 △21円12銭

（算定上の基礎）

四半期純利益又は四半期純損失（△）（千円） 368,161 △227,447

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失

（△）（千円）
368,161 △227,447

普通株式の期中平均株式数（株） 10,757,939 10,770,072

（2）潜在株式調整後1株当たり四半期純利益 34円08銭 －

（算定上の基礎）

四半期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（株） 45,437 35,948

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式

で、前事業年度末から重要な変動があったものの概

要

－ －

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下の

とおりであります。

(注）当第３四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益は、当第３四半期累計期間が四半期純損失となっ

たため、記載しておりません。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

- 8 -

株式会社サンデー（7450）　2025年２月期第３四半期決算短信〔日本基準〕（非連結）



独立監査人の四半期財務諸表に対する期中レビュー報告書

2025年１月９日

株式会社　サ　ン　デ　ー

取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ

仙台事務所

指定社員
業務執行社員

公認会計士 澤田　修一

指定社員
業務執行社員

公認会計士 福士　直和

監査人の結論

当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられている株式会社サンデーの2024年3月1日から2025年2月28日

までの第51期事業年度の第3四半期会計期間（2024年9月1日から2024年11月30日まで）及び第3四半期累計期間（2024年3

月1日から2024年11月30日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記につ

いて期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等

の作成基準第4条第1項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準に準拠して、株

式会社サンデーの2024年11月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第3四半期累計期間の経営成績を適正に表示

していないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載されて

いる。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのそ

の他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

四半期財務諸表に対する経営者並びに監査等委員会の責任

経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第4条第1項及び我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準に準拠して四半期財務諸表を作成し適正に表示することにある。これに

は、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内

部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期財務諸表を作成することが適切である

かどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第4条第1項及び我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事

項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

四半期財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期財務

諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、
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（注）１．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信開示会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータ及びHTMLデータは期中レビューの対象には含まれていません。

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー

手続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期財務諸表において、株式会社東京証券取引所の四半期

財務諸表等の作成基準第4条第1項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準

に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提

に関する重要な不確実性が認められる場合は、期中レビュー報告書において四半期財務諸表の注記事項に注意を喚起

すること、又は重要な不確実性に関する四半期財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期財務諸表に対して限

定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した

証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第4条第1項及び我

が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準に準拠していないと信じさせる事項が認

められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期財務

諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見事項に

ついて報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監査

人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又は阻害

要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
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